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アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・環境を意識したモノづくり
・天然物由来ファインケミカル

リグニンの高付加価値用途開発は、セルロー
スを含めたコスト面で進展していない未利用森
林資源の利活用が可能になり、地球温暖化対策
へ寄与できます。

木質バイオマス研究室 https://www.agr.niigata-u.ac.jp/teachers/265
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植物天然高分子からのファインケミカルの創製

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

光合成により生成する植物成分は、植物体内でさまざまな機能を果たしているだけでなく、植物

枯死後も、土壌中にそのフィールドを移し、微生物等によりゆっくりと分解・構造変化し、新し

い機能を獲得し、最終的にはCO2に分解され、循環しています。この植物成分の生態系における

流れを参考に、植物成分の有効利用を研究しています。

植物成分の生分解の基本は酸化分解です。生物的および化学的に分解し、機能性食品、化粧品

原料、医薬品などのファインケミカルとして利用し、バイオマスの高付加価値化を目指していま

す。

特に、地球上に最も豊富に存在する

天然芳香族化合物である”リグニン

“の植物体内及び土壌中での機能を参

考にして、リグニンから生理活性を有

するポリフェノールを作る研究を行っ

ています。

最近では、代表的な植物ポリフェ

ノールであるカテキンを上回るリグニ

ン分解物を天然リグニンのアルドール

縮合促進酸化分解や多価フェノール化

リグニンのアルカリ分解により高収率

で生産できる方法を確立し、それらの

応用研究を進めています。
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